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平
成
２３
年
３
月
卒
業
予
定

の
在
学
生
で
、
卒
業
要
件
を

満
た
し
た
の
ち
、
平
成
２３
年

４
月
か
ら
在
学
期
間
の
延
長

を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
、

卒
業
延
期
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
由
に
よ
り
、
卒
業
要
件

単
位
を
修
得
し
て
も
な
お
、

更
な
る
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
や
資
格
取
得
を
目
指
す

と
い
う
明
確
な
目
標
を
持
っ

て
、
本
学
で
の
勉
学
を
継
続

し
た
い
と
い
う
、
強
い
意
志

を
持
っ
た
学
生
諸
君
に
対
し
、

そ
の
道
を
開
く
も
の
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
内

掲
示
お
よ
び
専
修
大
学
在
学

生
／
教
員
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
よ
り
、
学
生
に
対
し

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

（
教
務
課
・
二
部
事
務
課
）

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催
の
平
成
２２
年

度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
安
心
・

安
全
社
会
へ
の
視
座
と
課
題

―
日
本
・
ア
ジ
ア
・
欧
米
の

対
比
を
通
し
て
―
」
が
１２
月

１１
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
原
田
博
夫
代
表

（
大
学
院
経
済
学
研
究
科

長
、
経
済
学
部
教
授
）
が
同

セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
説
明
。

問
題
提
起
と
し
て
、
社
会
関

係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
）の
概
念
を
述
べ
、

「
近
年
の
日
本
は
、
社
会
の

治
安
を
保
持
す
る
た
め
の
家

族
や
地
域
共
同
団
体
、
社
会

的
組
織
の
構
造
や
機
能
に
揺

ら
ぎ
が
見
ら
れ
る
。
世
界
の

各
地
域
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
そ
の
問
題
点
を
掘
り
下

げ
た
い
」と
狙
い
を
話
し
た
。

基
調
講
演
は
地
方
財
政
審

議
会
会
長
、
政
府
税
制
調
査

会
専
門
家
委
員
会
委
員
長
を

務
め
る
神
野
直
彦
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
が
「
安
心
・
安

全
社
会
の
市
民
的
基
盤
」
を

テ
ー
マ
に
行
っ
た
。
社
会
保

障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
最

低
保
障
の
維
持
を
目
的
と
す

る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
モ
デ

ル
、
最
低
基
準
の
引
き
上
げ

を
目
指
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
モ
デ

ル
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
モ
デ

ル
を
紹
介
。
「
日
本
は
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
モ
デ
ル
を
取

り
入
れ
、
保
育
や
介
護
な
ど

の
負
担
を
家
庭
に
依
存
し
す

ぎ
た
。
近
年
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
破
綻
し
、
政
府
も
担
い

き
れ
な
く
な
っ
た
。
今
後
は

市
民
が
基
盤
と
な
っ
て
支
え

あ
う
新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
必

要
で
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

続
い
て
原
田
代
表
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
催
さ

れ
た
。
神
野
氏

に
林
省
吾

氏

（
同
セ
ン
タ
ー

客
員
研
究
員
、

㈶
地
域
創
造
理
事
長
）
、
大

塚
洋
一
郎
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

農
商
工
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事
）
、
前
田
正

尚
氏
（
㈱
日
本
政
策
投
資
銀

行
常
務
執
行
役
員
関
西
支
店

長
・
設
備
投
資
研
究
所
主
任

研
究
員
）
を
加
え
、
活
発
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

大
学
院
商
学
研
究
科
（
上
田
和

勇
研
究
科
長
）
と
東
京
信
用
保
証

協
会
に
よ
る
第
７
回
共
同
公
開
講

座
「
中
小
企
業
経
営
の
国
際
戦

略
」
が
１２
月
４
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
中
小
企
業
経

営
者
や
後
継
者
、
学
生

な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。

ま
ず
小
林
守
商
学
部

准
教
授
が
「
東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
中
小
企
業

経
営
～
日
系
中
小
企
業

の
課
題
と
東
南
ア
ジ
ア

企
業
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
１

９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
の
影
響
に
よ
る

東
南
ア
ジ
ア
企
業
の
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
を
概
観

す
る
と
と
も
に
、
東
南

ア
ジ
ア
企
業
が
実
践
す
る
独
特
な

商
習
慣
な
ど
を
紹
介
し
、
日
本
企

業
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
や
、
進
出
を

果
た
し
た
日
系
企
業
の
今
後
の
課

題
を
探
っ
た
。

続
い
て
、
㈱
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ォ

ネ
ッ
ト
専
務
取
締
役
の
丑
込
歩
氏

が
、
「
中
国
市
場
に
お
け
る
日
系

中
小
企
業
の
成
功
要
因
」
と
題

し
、
日
本
企
業
の
中
国
進
出
の
実

態
や
、
中
国
市
場
が
抱
え
る
諸
問

題
、
投
資
の
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い

て
講
演
を
行
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
上
田
研
究
科
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
小
林
准
教

授
、
丑
込
氏
に
加

え
、
鹿
住
倫
世
商
学
部
教
授
、
㈱

日
本
仙
林
企
業
代
表
取
締
役
で
城

西
大
学
客
員
教
授
の
誉
清
輝
氏
が

パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
中
小
企
業
経

営
の
国
際
戦
略
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

法
学
部
学
術
講
演
会
が
１２

月
９
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
学
生
ら
１
５
０
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
駐
日
イ
ラ
ク
大
使
の
ル
ク

マ
ン
・
フ
ェ
ー
リ
氏
。

イ
ラ
ク
で
は
ア
メ
リ
カ
軍

や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条

約
機
構
）
軍
の
撤
退
が
始
ま

っ
た
が
、
国
内
情
勢
は
依

然
、
混
沌
と
し
て
い
る
。
内

外
か
ら
政
治
的
な
安
定
や
治

安
の
回
復
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
ル

ク
マ
ン
大
使
は
、
イ
ラ
ク
の

現
地
情
勢
や
復
興
に
む
け
た

動
き
に
つ
い
て
１

時
間
半
に
わ
た
っ

て
講
演
し
た
。
進

行
は
広
瀬
崇
子
教

授
が
務
め
た
。

古
代
シ
ュ
メ
ー

ル
語
で
「
緑
」
を

意
味
す
る
イ
ラ

ク
。
複
数
の
文
明

よ
う
ら
ん

揺
籃
の
地
だ
。
同

大
使
は
「
多
民
族

に
よ
る
多
様
性
に

満
ち
た
国
。
そ
れ
が
い
ま
の

イ
ラ
ク
情
勢
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
さ

ら
に
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
、
不
自
然
な
直
線
の
国
境

に
さ
れ
て
現
在
の
イ
ラ
ク
に

な
る
。
こ
の
人
為
的
国
境
が

９０
年
経
っ
た
今
で
も
問
題
を

抱
え
る
こ
と
に
な
る
―
―

と
、
イ
ラ
ク
の
歴
史
を
ひ
も

解
き
、
混
迷
か
ら
抜
け
出
す

に
は
、
イ
ラ
ク
人
と
は
何

か
、
歴
史
的
に
社
会
的
に
考

え
る
こ
と
が
「
カ
ギ
」
で
あ

る
と
し
た
。

同
大
使
は
、
シ
ー
ア
派
の

ク
ル
ド
人
で
、
ス
ン
ニ
派
の

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
時
代

に
弾
圧
を
受
け
、
国
外
に
出

た
体
験
が
あ
る
こ
と
も
明
か

し
た
。

３５
年
に
わ
た
る
フ
セ
イ
ン

独
裁
政
権
に
よ
り
、
経
済
制

裁
を
受
け
た
結
果
、
国
土
は

疲
弊
。
医
師
不
足
、
失
業
率

悪
化
、
学
校
不
足
、
国
家
債

務
や
国
家
補
助
依
存
者
の
増

大
な
ど
に
苦
し
ん
だ
。

し
か
し
、イ
ラ
ク
の
治
安
、

社
会
経
済
体
制
は
日
々
、
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
米
軍
は

２
０
１
１
年
末
に
予
定
通
り

撤
退
す
る
だ
ろ
う
が
、
自
国

の
治
安
は
自
国
が
守
る
べ
き

だ
と
強
調
。
世
界
第
３
位
の

石
油
埋
蔵
量
が
再
建
の
原
動

力
に
な
る
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
日
本
の
支
援
が
大

き
な
力
に
な
る
―
―
と
期
待

を
示
し
た
。

ま
た
、
今
の
イ
ラ
ク
は
軍

事
力
で
は
な
く
話
し
合
い
で

国
内
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
民
主
主
義
国
家

を
作
る
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
い
る
が
、
文
化
的
側

面
を
考
え
、
民
主
主
義
を
自

分
た
ち
の
形
に
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
―
―
と
語
っ

た
。
「
対
話
の
力
を
信
じ
、

治
安
を
回
復
さ
せ
、
健
康
的

な
社
会
を
作
り
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

ル
ク
マ
ン
大
使
は
講
義

後
、
「
日
本
人
は
シ
ャ
イ
で

発
言
を
好
ま
な
い
と
聞
い

た
。
そ
れ
は
誤
解
で
あ
る
こ

と
を
望
む
」
と
活
発
な
質
問

を
呼
び
掛
け
た
。
学
生
た
ち

は
そ
れ
に
応
じ
３０
分
以
上
、

次
々
と
質
問
し
た
。
同
大
使

は
楽
し
ん
で
答
え
、
「
ま
た

ぜ
ひ
専
大
で
講
演
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

１２
月
１３
日
、
日
本
学
士

院
の
総
会
に
お
い
て
、
本

学
法
科
大
学
院
前
院
長
の

平
井
宜
雄
教
授
が
、
日
本

学
士
院
の
新
会
員
に
選
定

さ
れ
た
。

日
本
学
士
院
は
、
学
術

上
功
績
顕
著
な
科
学
者
を

顕
彰
す
る
た
め
の
機
関
と

し
て
文
部
科
学
省
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
学
術
の
発

達
に
寄
与
す
る
た
め
の
必

要
な
事
業
（
授
賞
、
紀
要

発
行
、
国
際
学
士
院
連
合

へ
ん

さ
ん

に
お
け
る
史
料
編
纂
活

動
、
外
国
ア
カ
デ
ミ
ー
と

の
会
員
交
流
な
ど
）
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

板
坂
則
子
文
学
部
教
授
∥

写
真
∥
が
、
１１
月
２６
日
付
で

東
京
大
学
か
ら
博
士
（
文

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
。
学
位
論
文
名
は
「
曲
亭

馬
琴
の
世
界

戯
作
と
そ
の

周
縁
」
。

山
崎

悠
基
氏
（
や
ま
ざ

き
・
ゆ
う
き
）
名
誉
教
授
・

元
法
学
部
教
授

１２
月
１９
日
、
心
不
全
の
た

め
７８
歳
で
死
去
。
１
９
６
３

年
か
ら
在
職
。
２
０
０
３
年

定
年
退
職
。
主
な
担
当
は
手

形
法
小
切
手
法
。

ポ
ス
ト
・
ケ
イ
ン
ズ
派
、
マ

ル
ク
ス
派
、
新
リ
カ
ー
ド
派
と

い
っ
た
社
会
経
済
学
の
諸
潮
流

が
共
有
す
る
最
新
の
経
済
理
論

を
ベ
ー
ス
に
し
た
経
済
学
の
入

門
テ
キ
ス
ト
。マ
ル
ク
ス
『
資
本

論
』
の
構
成
に
沿
っ
た
従
来
の

他
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
一
線
を

画
し
て
い
る
点
に
、
新
し
い
テ

キ
ス
ト
を
作
ろ
う
と
い
う
執
筆

者
た
ち
の
意
欲
が
窺
わ
れ
る
。

資
本
主
義
経
済
の
基
本
構
造

・
制
度
的
基
礎
・
動
態
に
三
部

構
成
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る

が
、
ど
の
部
分
に
も
最
新
の
社

会
経
済
学
の
成
果
が
活
か
さ
れ

て
い
る
。
本
書
の
読
者
に
現
実

経
済
を
見
る
目
を
豊
か
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
執
筆

者
た
ち
の
願
い
で
あ
る
。
２
０

０
４
年
刊
行
の
初
版
が
好
評
だ

っ
た
の
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

の
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
。（
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
・
本
体
３
０
０

０
円
＋
税
）

共
著
者
（
さ
か
ぐ
ち
・
あ
き

よ
し
）
∥
経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
金
融
論
。

国
文
学
者
に
し
て
民
俗
学
者

の
折
口
信
夫
に
は
歌
舞
伎
に
言

及
し
た
文
章
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
学
問
的
な
論
文

で
は
な
く
、
批
評
な
い
し
感
想

文
と
い
う
体
裁
を
と
っ
た
。
歌

舞
伎
は
折
口
が
幼
少
よ
り
好
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼

は
そ
れ
を
、
今
日
多
く
の
人
が

考
え
る
よ
う
に
古
典
芸
術
で
は

な
く
、
歌
謡
曲
の
よ
う
な
大
衆

芸
能
だ
と
主
張
し
て
は
ば
か
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
に
彼
の
学
問

の
方
法
の
秘
密
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
先

端
的
な
現
代
思
想
の
理
論
と
対

比
さ
せ
て
は
じ
め
て
見
え
て
く

る
。
そ
れ
だ
け
折
口
の
学
問
は

孤
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
折
口
学
の

今
日
的
意
義
を
問
う
著
作
で
あ

る
。
（
専
修
大
学
出
版
局
・
本

体
２
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
い
ぶ
き
・
か
つ
み
）

∥
文
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は

現
代
思
想
史
。

ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
６２
万

人
の
死
者
を
出
し
た
南
北
戦
争

を
扱
っ
た
本
書
は
、
た
だ
ひ
た

す
ら
戦
争
の
「
死
」を
追
究
し
、

当
時
の
手
紙
や
日
記
に
当
た

り
、
死
ぬ
こ
と
、
殺
す
こ
と
、

喪
に
服
す
る
こ
と
、
埋
葬
す
る

こ
と
な
ど
、
死
の
諸
相
を
、
個

人
の
体
験
を
切
り
口
と
し
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
緻
密
な
学

術
書
で
あ
り
な
が
ら
米
国
で
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
日
本

で
も
朝
日
、
読
売
、
日
経
等
の

書
評
で
大
き
く
取
り
あ
げ
ら

れ
、
「
近
代
国
家
と
戦
争
と
鎮

魂
の
歴
史
」
の
必
読
書
と
評
価

さ
れ
た
。
人
間
の
意
味
、
生
の

意
味
を
そ
の
ま
ま
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

と
し
て
分
析
す
る
意
味
論
、
人

間
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
と

し
て
、
広
い
層
の
読
者
に
読
ま

れ
る
べ
き
本
で
あ
る
。
著
者
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
初
の
女
性
学

長
で
米
国
南
部
史
家
（
彩
流
社

・
本
体
３
８
０
０
円
＋
税
）。

訳
者
（
く
ろ
さ
わ
・
ま
り
こ
）

∥
文
学
部
准
教
授
。
主
な
担
当

は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
と
文
化
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

安心・安全社会への視座と課題

平
井
宜
雄
教
授
が
日
本
学
士
院
の
新
会
員
に

―日本・アジア・欧米の対比を通して―

入
門
社
会
経
済
学

［
第
２
版
］

▲ パネルディスカッションで会場からの

質疑に答える神野氏（中央）

―
―
資
本
主
義
を
理
解
す
る

坂
口
明
義
ほ
か
著

揺
ら
ぐ
日
本
の
基
盤
構
造

学
位
取
得

市
民
主
体
の
シ
ス
テ
ム
も
提
言

歌
舞
伎
と
存
在
論

―
折
口
信
夫
芸
能
論
考
―

卒
業
延
期
制
度
に
つ
い
て

▲ 会場からの質問に答える丑込氏（右から２人目）

多
数
の
学
生
が
積
極
的
に
質
問

▲ 会場の学生から活発な質問が…

伊
吹

克
己
著

大学院商学研究科・東京信用保証協会第７回共同公開講座

日
本
の
再
建
支
援
に
期
待

イ
ラ
ク
駐
日
大
使
が
講
演

戦
死
と
ア
メ
リ
カ

南
北
戦
争
６２
万
人
の

死
の
意
味

▲ ルクマン・フェーリ大使（右）

と広瀬崇子教授

中
小
企
業
が
と
る
べ
き
国
際
戦
略
と
は

ド
ル
ー
・
ギ
ル
ピ
ン
・

フ
ァ
ウ
ス
ト
著

開催の趣旨説明を

する上田研究科長

黒
沢
眞
里
子
訳
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